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竹中正巳・坂本 稔・瀧上 舞

Ⅰ 調査の概要

南九州（鹿児島，宮崎県下）の県立埋蔵文化財センターや各市町村教育委員会，大学，博物館に

は，過去の発掘調査等で所属年代がはっきり確定されていない古人骨が保管されている。これらは，

薩摩半島南部や種子島から奄美群島にかけての島嶼部の市町村で多く，年代が確定できていないた

め，古人骨研究に用いることができなかった。そのため，既出土人骨資料の年代測定と整理を行い，

考古学的情報を確認し，今後の古人骨研究への使用に耐える資料化作業を行うことにした。

本稿はⅠ・Ⅱを竹中が，Ⅲ〜Ⅳを坂本と瀧上が，Ⅴを全員で執筆した。（竹中）

Ⅱ 測定した遺跡の概要と資料の考古学的特徴

高取遺跡は鹿児島県南九州市頴娃町牧之内高取浜海岸に所在する。高取浜海岸には砂丘が広が

り，砂鉄が採取されてきた。この砂丘から成川式土器や人骨，それに鉄片が出土している［頴娃町郷

土史編集委員会 1990］が，正式な発掘調査によるものではない。出土人骨には頭蓋および体肢骨が

含まれる。前頭骨に径 1.4 cm の穴があけられていたという。高取遺跡から出土した人骨は，当初，

頴娃小学校に保管されていたが，現在はミュージアム知覧（南九州市）に保管されている。（竹中）

Ⅲ 試料の採取と処理

年代測定には右頭頂骨の一部を使用した。この人骨片 1 点（試料番号：KSMTK-1）は（株）パレオ・

ラボに送付して，骨コラーゲン抽出と，加速器質量分析法による炭素 14 年代測定（AMS- 14C 法），

ならびに炭素・窒素分析を依頼した。（坂本・瀧上）

Ⅳ 測定結果

1．コラーゲン保存状態の評価　

KSMTK-1 のコラーゲン回収率（骨の乾燥重量から得られたコラーゲン乾燥重量の割合）は，6.5 ％

と良好であった（表 1）。炭素・窒素濃度から計算された C/N 比は 3.5 を示し，良好な保存状態の
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範囲である 2.9〜3 .6 の範囲内［DeNiro 1985］におさまった。これらのデータから，KSMTK-1 か

らは良質なコラーゲンを回収できたと判断された。

2．炭素・窒素同位体比

KSMTK-1 の炭素同位体比（δ 13C）は -18 .8 ‰で，窒素同位体比（δ 15N）は 14 .4 ‰であった（表

1）。

3．食性推定と海産資源寄与率

食物は光合成回路の違いや食物連鎖による栄養段階の違いから，異なる炭素・窒素同位体比を有

している。ヒトの体組織にも，摂取した食物の同位体比が反映されている。そこで，ヒトの体組織

の同位体比を測定して食物の値と比較することで，大まかな食性推定を行える。さらに本研究では

海産資源寄与率の計算ソフトウェアとして ISOCONC 1 .01 を用いた［Phillips and Koch 2002］。こ

の計算では，任意の 3 点の食物を選択し，ヒトの体組織の同位体比を形成可能な各食物の組み合わ

せ割合を推定することで，海産食物資源の摂取量（海産資源寄与率：ヒトが摂取した食物全体中の

海産資源の割合）を見積もることができる。なお，摂取した食物が骨コラーゲンに形成される際の

同位体分別はδ 13C で 4 .5 ‰，δ 15N で 3.4 ‰の補正をした［Kusaka et al. 2010］。陸生動物と海生

魚類の考古骨試料については，食物の組織内での同位体分別として骨と肉の値の差異をδ 13C で

3 .5 ‰の補正をした（窒素は補正なし）［Kusaka et al. 2010］。表 2 にはこれらのヒトと食物間，食物

内での体組織間の同位体分別を補正して，ヒトが摂取した食物プロテインの値を示している。

表 1 のヒトの骨の炭素・窒素同位体比を，表 2 に示す食物のタンパク質源の炭素・窒素同位体比

と比較した結果，KSMTK-1 はやや変則的な食性を示した（図 1）。C3 資源（C3 植物と C3 植物を

摂取した陸生動物）と海産資源を結ぶ直線上にはプロットされず，炭素同位体比が低く窒素同位体

比の高い方向に引っ張られる食性を示している。これは KSMTK-1 が，表 2 に示す食物以外の食

物を摂取していた可能性を示している。考えられる可能性は 2 つある。一つは肥料を用いて栽培し

た C3 植物を利用していた場合である。植物栽培に海産肥料や人糞などが使用された場合，C3 植物

とそれを摂取する陸生動物の窒素同位体比が上昇する。もう一つの可能性は，南西諸島産の陸生動

物を摂取していた場合である。南西諸島のイノシシ・ブタは高い窒素同位体比を示す傾向にある［木

下ほか 2020 , Minagawa et al. 2005］。KSMTK-1 が南西諸島で長期間生活していた場合，あるいは南

西諸島から運ばれたイノシシ・ブタを長期にわたって摂取していた場合，このような食性を示す可

能性が考えられる。当該個体における炭素分画の海産資源寄与率を計算すると 21 .2 ± 5 .5％であっ

た。本計算には図 1 及び表 2 に示した食物の同位体比に加え，陸生動物として木下ほか［2020］の

大池遺跡出土イノシシの値を用いた。

4．炭素14年代

KSMTK-1 の炭素 14 年代は 333 ± 19 14C BP を示し，発掘時に推定された古墳期よりもはるか

に新しい時代の個体であった（表 1）。
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5．較正年代

暦年較正用解析ソフト（OxCal 4 .3 .2 ［Bronk Ramsey 2009］）を用いて，IntCal13 と Marine13 の

較正曲線［Reimer et al. 2013］を混合したモデルで計算を行った。混合率として上述した海産資源

寄与率を組み込んだ。地域特異的な Marine13 からの年代の偏差（Δ R 値）は 0 （14C years）と仮

定した。解析の結果，KSMTK-1 は 17 世紀の較正年代（1 σ）を示した（表 1, 図 2）。18 世紀以

表1　鹿児島県高取遺跡出土人骨の骨コラーゲン抽出と年代測定及び炭素・窒素分析の結果

遺跡名 資料 性別・年齢 採取部位 試料番号
コラーゲン抽出

測定機関
番　　号

炭素14 年代 
(14C BP)処理量 

(mg)
回収量 
(mg)

回収率 
(％)

高取海岸 人骨 男性・熟年 頭蓋片 KSMTK-1 749.79 48.96 6.5 PLD-39092 333 ± 19

試料番号
較正年代　(cal)

δ 13C  
(‰，VPDB)

δ 15N  
(‰，AIR)

炭素濃度 
(％)

窒素濃度 
(％)

C/N 比 
(mol/mol)

海産資源
寄 与 率 

(％)
1 σ

(68.2％ )
2 σ 

(95.4％ )

KSMTK-1 AD 1635-1675 AD 1520-1800 -18.8 14.4 43.8 14.6 3.5 21.2 ± 5.5

表2　食性推定及び海産資源寄与率の計算に用いた食物資源（タンパク質源）の同位体比

食物タイプ 資料タイプ 分析数 δ 13C 
(‰，VPDB)

δ 15N 
(‰，AIR) データ報告元

C3 植物 現生 16  -20.9 ± 1.6 4.6 ± 2.4 Yoneda et al., 2004
C4 植物 現生 5  -5.5 ± 0.5 4.4 ± 1.9 Yoneda et al., 2004
陸生哺乳類 考古 2  -22.4 ± 1.4 6.7 ± 0.4 奥野ほか，2000
海生貝類 現生 13  -9.8 ± 1.6 11.7 ± 2.1 Yoneda et al., 2004
海生魚類 考古 18  -10.3 ± 2.1 16.8 ± 1.8 南川，2001

図1　鹿児島県高取遺跡出土人骨の同位体比と食物資源の同位体比の比較
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降は較正曲線の変動が大きくジグザグになってしまうため，2 σでは較正年代の幅が大きくなり，

16 世紀前半から 18 世紀終わりまで含む年代を示した。（坂本・瀧上）

Ⅴ まとめ

高取遺跡から出土した人骨，成川式土器および鉄片は，正式の発掘調査により出土したものでは

ない，いずれも，砂鉄採取中に取り上げられたものであった。これまで人骨と遺物は，古墳時代の

1 つの墓，もしくは複数の墓から出土した可能性が考えられてきた。しかし，今回の人骨片（右頭

頂骨片）の炭素 14 年代の測定結果から，出土人骨は中世末から近世のものであり，古墳時代の土

器である成川式土器とは異なる時期のものであることがわかった。今回の年代測定の結果によって，

高取遺跡には古墳時代に加え，中世末から近世にかけての時期の墓があった可能性が考えられるこ

とになった。（竹中・坂本・瀧上）
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図2　鹿児島県高取遺跡出土人骨の較正年代
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